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心の中にいる鬼を退治するぞ！
    （中田保育所で豆まき会）
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２
月
　
日
か
ら
市
県
民
税
・
国

１２

民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

所
得
税
の
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
例
年
、
日
程
の
終
盤
に
近
づ
く

と
非
常
に
込
み
合
い
ま
す
の
で
、

各
行
政
区
の
割
当
日
に
申
告
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
割
当
日

に
申
告
で
き
な
い
人
は
、
早
め
に

済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
必
要
書
類
を
忘
れ
て
自

宅
に
戻
る
人
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

早
い
時
間
に
会
場
へ
来
て
も
、
途

中
で
戻
る
と
順
番
が
後
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
申
告
会
場
へ
出
掛

け
る
前
に
、
収
入
・
支
出
の
資
料

や
源
泉
徴
収
票
な
ど
、
必
要
書
類

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
務
部
税
務
課
　
市
民
税
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
６
３

２２

早
め
に

済
ま
せ
ま
し
ょ
う

○申告者名義の金融機関口座番号と口座届

　出印

○事業所得者（営業、農業など）は、関係

　帳簿・経費の領収書など

○給与所得者と公的年金受給者は、源泉徴

　収票（原本）

○医療費控除を受ける人は、支払った医療

　費の領収書、保険などで補てんされた金

　額の明細書

○社会保険料控除（国保税、国民年金など）

　を受けるときは、領収証書

○生命保険料控除、地震保険料（旧長期損

　保）控除を受けるときは、支払保険料の

　控除証明書

○住宅借入金等特別控除を受けるときは、

　登記簿謄本・住民票の写し・売買契約書

　（工事請負契約書）・住宅購入等借入金の

　年末残高証明書・源泉徴収票（原本）

○その他、収入や経費が分かる書類

申
告
に
必
要
な
も
の

○農協との取引明細書（売り上げと経費が

　分かる書類）

○収支を記載した関係帳簿、領収書など

○各種農業関係補助金などの証明書

○農協以外に販売しているときは、売り上

　げが分かる書類

○自家消費の農産物（米、野菜）の数量・

　金額

○農作業を受託しているときは、収入が分

　かる書類

○肉用牛を販売したときは、売却証明書と

　経費が分かる書類

農
業
申
告
に
必
要
な
も
の

●申告相談時に必要なもの

込み合う前に早めに申告をしましょう

申告
相談

申
告
相
談
は

　
３
月
　
日
（
月
）
ま
で

１７

水道事故のお詫びについて

　市民生活の根幹である水道事業における２月１２日に発生した事故では、市民の皆様には

多大なるご不便・ご迷惑をお掛けしたことに対しまして、深くお詫びを申し上げます。

　２月１４日午後１時に、市内全域におきまして、給水の全面復旧をすることが出来ました。

　今回の事故では、より迅速な初動体制および事故対応能力の向上が重要であると痛感し、

反省しているところでございます。早急に、作業手順、危機管理対応を強化するとともに、

職員の危機管理に対する意識を向上させ、市民皆様の負託に応える水道事業に取り組んで

まいります。

　あらためまして、市民皆様に深くお詫びを申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　登米市長　布　施　孝　尚　
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　市と県では、雇用吸収力が高いと言われるコールセンターの誘致に取り組んでいます。そこで、コールセン

ターで働きたいと考えている人を対象に、コールセンターオペレータとしての基礎知識を習得するための

「コールセンターオペレータ養成（普及・啓発コース）セミナー」を開催します。

【対象者】　コールセンターでオペレータとして働きたいと考えている市内在住者

【日時】　３月２５日（火）・２６日（水）※２日間で１セット　両日とも午前１０時から午後４時まで

【場所】　南方住民情報センター「るるぱ」（市役所南方庁舎２階）

【内容】　コールセンターの概要・電話応対マナー・パソコン入力の基礎・その他

【受講料】　無料

【募集人員】　１８人（先着順）

【募集期間・受付時間】

　２月２５日（月）から３月７日（金）までの平日午前９時から午後５時まで

【申込方法・申込先】　電話・県企画部情報産業振興室　緯 022（211）2479            

【問い合わせ】

　 ▼市産業経済部商工観光課　商工振興係　緯 0220（34）2734

　 ▼県企画部情報産業振興室　緯 022（211）2479

　企業や自治体などの
中で、お客様や住民の
電話対応業務を専門に
行う事業所・部門です。
大手企業の問い合わせ
窓口のような施設を
「コールセンター」と呼
んでいます。代表的な
コールセンターの例は、
１０４番号案内や１１６総合
受付などの電話業務セ
ンターです。

「コールセンター」とは？

児童扶養手当を受給している皆さんへ
～手当受給後５年を経過した人は、４月から手当額が一部減額されます～

纂児童扶養手当とは

　　父親のいない児童の母親や父親が重い障害のある児童の母親、もしくは母親に代わってその児童を養育している

　人に支給される手当です。

　【支給期間】　申請のあった月の翌月から、１８歳の年度末まで（ただし、政令で定める程度の障害の状態にある人は

　　２０歳の誕生日前日の属する月まで）

　【支給月額】　児童一人の場合41,720円（２人目は5,000円、３人目以降は一人に付き3,000円の加算）

　【支給月】　４月、８月、１２月

　【その他】　毎年８月１日から３１日までの間に、現況届を提出する必要があります

　【申請先】　各総合支所市民福祉課　市民福祉係

纂４月から、手当が一部減額されます

　　児童扶養手当受給開始月から５年を経過した月の手当から、現支給額の２分の１に減額されます（８歳未満の対

　象児童がいる場合は減額されません）。

　　ただし、減額の対象となっている人のうち、下記の「減額対象から除外される人」に該当する人は、届け出をす

　ることで減額されなくなります。対象者本人には、子育て支援室から届け出の詳細について通知しますので、内容

　を確認の上、届出書を期限までに提出してください。

■すでに就業している人

■現在、求職活動を行っている人

■一定以上の障害を有していることから、就業が困難な人

■負傷や疾病に伴い就業が困難な人

■受給者が監護する児童および親族が障害、負傷、疾病、要介

　護状態にあることなどにより、受給者が介護を行う必要があ

　り、就業が困難な人

減額の対象から除外される人（要申請） 減額の対象となる人

■就業していない人で、就業できない要因がなく、
　求職活動を行っていない人
■期日までに届け出をしない人

【問い合わせ】　福祉事務所子育て支援室
　緯 0220（58）5562

コールセンターオペレータ
養成（普及・啓発コース）セミナー受講者募集
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　市では、心身障害者や乳幼児、母子・父子家庭などの経済的負担を軽減し、適切な受診機会を確保するため、

医療費助成を行っています。

【助成対象者】

　産身体障害者手帳１・２級および３級（内部障害のみ）または療育手帳Ａの人

　産特別児童扶養手当の障害程度が１級に該当する人

【助成範囲】　保険証を使って病院、診療所で診療を受けた際の自己負担額（保険適用分）が助成されます。

【助成方法】　自己負担額を医療機関窓口で支払い助成申請書を提出した後に市から払い戻しされます。

【助成を受けられない人】

　産生活保護を受けている人

　産助成対象者および同居する親族の所得が一定額以上であるとき

乳幼児医療費助成

【助成対象者】

　義務教育就学前（出生から６歳に達する日の属する年度の末日まで）の乳幼児

【助成範囲】　保険証を使って病院、診療所で診療を受けた際の自己負担額（保険

　適用分）が助成されます。

【助成方法】　療養の給付に係る一部負担金が現物給付方式（窓口無料化）により

　助成されます。ただし、県外医療機関での受診や一部の国民健康保険組合加入

　者は、自己負担額を医療機関窓口で支払い助成申請書を提出した後に市から払

　い戻しされます。

【助成を受けられない人】

　産生活保護を受けている人

　産保護者（養育者）の所得が一定額以上であるとき

母子・父子家庭医療費助成

【助成対象者】

　産母子・父子家庭の１８歳の年度末までにある子

　産母子家庭の母、父子家庭の父

　産父母のいない１８歳の年度末までにある子

【助成範囲】　保険証を使って病院、診療所で診療を受けた際の自己負担額（保険適用分）のうち、入院：2,000円、

　通院：1,000円を超えた額が助成されます。

【助成方法】 自己負担額を医療機関窓口で支払い助成申請書を提出した後に市から払い戻しされます。

【助成を受けられない人】

　産生活保護を受けている人

　産助成対象者および同居する親族の所得が一定額以上であるとき

申請・届け出先、問い合わせ

【申請・届け出先】

　各総合支所市民福祉課　市民福祉係

【問い合わせ】

　 ▼市民生活部保険医療課　医療係

　緯 0220（58）2166

　 ▼各総合支所市民福祉課　市民福祉係

医療費助成の受給者証を持っている人は、
次の場合には届け出を行ってください

■振込口座、加入健康保険、氏名、住所が変わった場合

■受給者などが市外へ転出または死亡した場合

■生活保護を受けることになった場合

心身障害者医療費助成

医療費助成制度のお知らせ
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●市立病院の再編・改革についての市民説明会●

　
市
立
病
院
の
再
編
を
検
討
し
て
き
た
登
米
市
地
域
医
療
福

祉
体
制
検
討
委
員
会
（
委
員
長
・
佐
藤
良
友
市
医
師
会
長
）

か
ら
最
終
報
告
書
が
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
４
月
か
ら
の
体
制
、
そ
の
後
の
再
編
に
つ
い
て
、

２０

市
の
考
え
を
含
め
て
、
１
月
　
日
か
ら
２
月
７
日
ま
で
各
町

２５

域
で
市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
発
言
の

あ
っ
た
質
問
や
意
見
を
交
え
な
が
ら
、
病
院
再
編
の
内
容
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

病
院
再
編
の
必
要
性
を

説
明

　
検
討
委
員
会
か
ら
、
登
米
病
院

を
平
成
　
年
４
月
か
ら
無
床
診
療

２０

所
、　

年
４
月
か
ら
米
谷
・
よ
ね

２２

や
ま
病
院
も
無
床
化
と
し
、
２
病

院
５
診
療
所
と
す
る
最
終
報
告
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
報
告
書
で
の
病
床
数
３
９
９
床

は
、
現
在
の
平
均
入
院
患
者
数
を

も
と
に
考
え
る
と
不
足
し
て
い
ま

す
。
た
だ
、
入
院
患
者
の
中
に
は
、

介
護
施
設
へ
の
入
所
を
希
望
し
て

市
民
説
明
会
へ
の
参
加
は

約
５
７
０
人

　
市
立
病
院
の
再
編
・
改
革
は
、

地
域
住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
再
編
の
内
容
を
説

明
す
る
た
め
、
１
月
　
日
か
ら
２

２５

月
７
日
ま
で
の
間
、
各
町
域
で
説

明
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
約
５

７
０
人
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　
再
編
の
基
本
方
針
は
、
医
師
不

足
の
た
め
、
市
立
病
院
の
医
師
を

参加者数会　　場開催月日

137人登米公民館１月２５日（金）

130人米谷公民館１月２８日（月）

84人米山公民館１月３０日（水）

26人豊里多目的研修センター１月３１日（木）

51人中田農村環境改善センター２月１日（金）

31人津山林業総合センター２月４日（月）

27人石越総合支所２月５日（火）

30人南方公民館２月６日（水）

51人迫公民館２月７日（木）

567人計

い
て
、
空
き
が
な
い
た
め
に
入
院

し
て
い
る
人
も
多
く
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は

介
護
施
設
の
定
員
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
が
先
決
で
あ
る
と
し
て
、

登
米
病
院
を
除
く
再
編
の
時
期
を

　
年
４
月
と
し
ま
し
た
。

２３

集
約
し
労
働
環
境
を
改
善
し
な
が

ら
、
診
療
体
制
の
維
持
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
数
の
減

少
な
ど
で
赤
字
が
続
き
、
累
積
の

赤
字
も
増
加
し
、
市
の
財
政
で
は

支
え
き
れ
な
い
と
こ
ろ
ま
で
き
て

い
る
と
い
う
深
刻
な
状
況
を
打
開

す
る
た
め
、
自
立
的
な
経
営
を
目

指
す
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
病
院
の
再
編
が
一
年
先
送
り
に

な
っ
た
背
景
の
一
つ
に
、
介
護
施

再
編
は
介
護
保
健
施
設

整
備
と
併
せ
て

４
月
か
ら
登
米
病
院
は

無
床
診
療
所
へ

　
説
明
会
で
の
市
民
の
意
見
が
最

も
多
か
っ
た
の
が
、
な
ぜ
身
近
な

病
院
が
無
床
診
療
所
に
な
る
の
か

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
最
大
の
要
因
は
、
医
師
不

足
で
す
。
入
院
施
設
の
あ
る
病
院

の
医
師
は
、
昼
間
だ
け
で
は
な
く
、

夜
間
も
入
院
患
者
の
急
変
や
救
急

患
者
へ
の
対
応
の
た
め
に
当
直
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も

東
北
大
学
病
院
な
ど
か
ら
の
応
援

医
師
に
よ
り
、
当
直
業
務
を
補
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
大
学
か
ら
の
応
援
医
師

設
の
整
備
計
画
が
あ
り
ま
す
。

　
来
年
度
策
定
予
定
の
介
護
保
険

事
業
計
画
（
平
成
　
～
　
年
度
）

２１

２３

で
は
、
約
１
０
０
床
程
度
の
整
備

が
可
能
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
事

業
者
の
選
定
や
施
設
の
建
設
工
事

の
期
間
か
ら
、
介
護
施
設
が
実
際

に
利
用
で
き
る
の
は
　
年
４
月
か

２３

ら
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
介
護
保
健
施
設
整
備
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
か
ら
、
病
院
の
再
編
も

　
年
４
月
を
目
標
に
進
め
る
こ
と

２３に
な
っ
た
も
の
で
す
。

市
立
病
院
の
再
編
・
改
革

２
病
院

５
診
療
所
化
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平
成
　
年
度
末
の
累
積
赤
字
が

１８

約
　
億
円
の
市
立
５
病
院
。
今
年

７２
度
は
約
　
億
円
の
赤
字
で
、　

年

１９

１９

度
末
で
の
累
積
赤
字
は
　
億
円
と

９１

な
る
見
通
し
で
す
。
こ
の
病
院
事

業
全
体
の
赤
字
解
消
に
つ
い
て
の

質
問
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
自
立
的
な
病
院
経
営

を
目
指
す
た
め
に
地
方
公
営
企
業

法
の
全
部
適
用
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
事
業
管
理
者
を
設
置
し
、

管
理
者
に
は
人
事
・
予
算
な
ど
に

係
る
す
べ
て
の
権
限
が
付
与
さ
れ

ま
す
。
事
業
管
理
者
は
市
長
が
任
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赤
字
経
営
か
ら
の

脱
却
に
向
け
て

（
登
米
町
・
女
性
）
登
米

病
院
が
無
床
診
療
所
に
な

Ｑ

Ａ

る
の
が
大
き
な
不
安
。
休
日
夜
間

安
全
・
安
心
の
医
療
体
制

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

医
療
従
事
者
の
労
働
環
境
の
整
備

も
必
要
で
す
。
現
在
、
登
米
病
院

で
は
常
勤
医
３
人
の
体
制
で
、
当

直
も
含
め
て
日
中
の
診
療
を
行
う

命
し
、
こ
の
事
業
管
理
者
の
権
限

と
責
任
の
下
、
民
間
的
経
営
手
法

を
導
入
し
て
、
よ
り
自
立
的
な
経

営
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
末
に
は
総
務
省

か
ら
「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
※
）」
が
示
さ
れ
、
自
治
体

病
院
の
一
層
の
健
全
経
営
や
抜
本

的
な
改
革
の
実
施
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

経
営
指
標
や
医
療
機
能
の
確
保
に

係
る
数
値
目
標
を
設
定
し
た
、

「
登
米
市
病
院
事
業
中
期
経
営
計

画
」
を
　
月
ま
で
に
策
定
し
て
、

１２

収
支
改
善
、
経
費
削
減
、
収
入
確

保
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

も
医
師
不
足
に
よ
り
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
常
勤
医
の
負
担
を
こ

れ
以
上
重
く
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
た
め
、
無
床
診
療
所
化
す
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
市
立
５
病
院
の
医
師
が

連
携
し
て
当
直
を
応
援
す
る
な
ど

に
よ
り
、
今
ま
で
の
診
療
体
制
を

維
持
で
き
な
い
か
と
い
う
質
問
も

あ
り
ま
し
た
。
市
内
の
医
療
環
境

を
考
え
る
と
、
全
市
的
に
医
師
が

少
な
い
中
で
、
５
つ
の
病
院
す
べ

て
で
入
院
を
維
持
し
よ
う
と
す
る

と
、
今
ま
で
以
上
の
負
担
を
医
師

に
強
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
入

院
施
設
を
集
約
し
て
医
師
の
労
働

環
境
の
改
善
を
考
え
て
い
ま
す
。

は
ど
う
な
る
の
か
？

　
急
病
で
佐
沼
病
院
に
電
話
し
た

ら
、
「
２
～
３
時
間
待
つ
こ
と
に

な
る
。
す
ぐ
診
て
も
ら
い
た
い
な

ら
登
米
病
院
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
」
と
言
わ
れ
た
。

安
全
・
安

安
全
・
安
心心

説
明
会
で
、
参
加
者
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
意
見
・
質
問
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す

※
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　

平
成
　
年
度
中
に
公
立
病
院
改

２０

　
革
プ
ラ
ン
を
策
定

　
▼
一
般
会
計
か
ら
の
所
定
の
繰
出

　
後
、「
経
常
黒
字
」
が
達
成
さ
れ
る

　
状
態
を
想
定
し
た
数
値
目
標

　
▼
病
床
利
用
率
が
過
去
３
年
連
続

　
し
て
　
％
未
満
の
病
院
は
、
病
床

７０

　
数
な
ど
を
抜
本
的
に
見
直
す

　

改
革
プ
ラ
ン
の
実
施
状
況
を
点

　
検
・
評
価
・
公
表

　
▼
改
革
プ
ラ
ン
の
実
施
状
況
を
年

　
１
回
以
上
、
学
識
経
験
者
に
よ
る

　
委
員
会
な
ど
で
評
価
し
、
公
表
。

　
２
年
後
、
目
標
達
成
が
困
難
と
認

　
め
る
と
き
は
プ
ラ
ン
を
全
面
改
定
。

（仮称）登米市民病院（３００床）
　医師集約

佐沼病院（３００床）
　医師・診療科目は現状維持

登米診療所（無床）
　医師１人体制

登米診療所（無床）
　医師・診療科目は現状維持

（仮称）米谷診療所（無床）
　医師１人体制

米谷病院（一般４９床）
　医師・診療科目は維持

（仮称）豊里分院（一般６９、療養３０床）
　医師・診療科目は現状維持

豊里病院（一般６９、療養３０床）
　医師・診療科目は現状維持

（仮称）よねやま診療所（無床）
　医師２人体制

よねやま病院（一般５３床）
　医師・診療科目は現状維持

上沼診療所（無床）
上沼診療所（無床）
　医師・診療科目は現状維持

津山診療所（無床）
津山診療所（無床）
　医師・診療科目は現状維持

介護老人保健施設　利用開始

４病院３診療所
（501床）

２病院５診療所
（399床）

平成２０年４月の体制 平成２３年４月の体制

市立病院再編の方向
▼
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Ａ
　
床
に
つ
い
て
は
耐
震
上

４９の
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

将
来
の
医
師
の
労
働
環
境
な
ど
を

（
東
和
町
・
男
性
）
米
谷

病
院
の
耐
震
に
問
題
の
な

Ｑ
い
　
床
は
、
病
院
と
し
て
残
せ
な

４９
い
の
か
？

Ａ
本
院
と
分
院
の
組
織
上
の

区
別
は
あ
っ
て
も
、
医
療

機
関
と
し
て
は
現
在
の
体
制
と
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
豊
里
町
・
男
性
）
豊
里

病
院
が
分
院
に
な
る
と
、

Ｑ
診
療
体
制
が
ど
う
変
わ
る
の
か
？

Ａ
治
療
が
必
要
で
入
院
す
る

患
者
さ
ん
に
つ
い
て
は
、

病
院
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
治
療
が
終
わ
っ
て
も
何
ら
か

の
理
由
で
退
院
で
き
な
い
人
、
い

わ
ゆ
る
社
会
的
入
院
と
い
わ
れ
て

い
る
人
の
受
け
入
れ
先
と
し
て
、

福
祉
施
設
な
ど
の
整
備
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

（
米
山
町
・
女
性
）
急
病

で
市
外
の
病
院
に
入
院
し

Ｑ
た
後
、
地
元
の
病
院
に
戻
っ
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
福
祉
施
設
で
対
応
す

る
の
か
？

Ａ
こ
れ
が
目
標
と
す
る
医
療

体
制
で
は
な
く
、
今
こ
の

よ
う
な
体
制
を
取
ら
な
け
れ
ば
、

診
療
体
制
を
維
持
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
で
判
断
さ
せ
て
い
た
だ
き

（
南
方
町
・
男
性
）
こ
れ

で
市
長
の
目
指
す
地
域
医

Ｑ
療
の
体
制
が
整
っ
た
と
考
え
て
い

る
の
か
？

Ａ
医
療
の
充
実
を
目
指
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
前
に
今

の
医
療
体
制
を
整
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
中
田
町
・
女
性
）
合
併

時
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

Ｑ
の
一
つ
に
医
療
の
充
実
が
あ
っ
た

が
、
ウ
ソ
だ
っ
た
の
か
？

な
ど
、
過
重
な
労
働
環
境
と
な
っ

て
い
る
状
態
で
す
。
た
と
え
、
一

～
二
人
の
医
師
を
確
保
で
き
た
と

し
て
も
、
大
学
か
ら
の
応
援
医
師

が
４
月
か
ら
確
保
で
き
な
く
な
っ

た
現
在
の
体
制
で
は
、
医
師
の
労

働
環
境
の
改
善
に
は
つ
な
が
ら
な

い
と
い
う
の
が
実
態
で
す
。

　
市
内
全
域
で
の
医
療
提
供
体
制

を
確
保
で
き
る
対
策
は
何
か
を
総

合
的
に
判
断
し
て
、
市
立
病
院
全

体
で
も
　
人
し
か
医
師
が
い
な
い

３９

中
で
は
、
力
を
合
わ
せ
て
医
療
提

供
体
制
を
維
持
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
こ
の
よ
う

な
結
論
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
佐
沼
病
院
で
２
時
間
待
た
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
夜
間
の

急
患
は
　
人
以
上
並
ん
で
待
っ
て

１０

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
医
師
一

人
体
制
で
当
直
を
し
て
い
る
た
め
、

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
２
時
間

待
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
、
豊
里
病
院
で
も

救
急
患
者
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
進
め
て
い
ま
す
。

Ａ
市
の
予
算
は
、
国
の
制
度

な
ど
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な

制
約
が
あ
る
の
で
、
病
院
へ
流
用

す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

病
院
へ
の
繰
り
出
し
に
つ
い
て
は

市
の
負
担
に
な
り
ま
す
が
、
病
院

関
係
費
と
し
て
国
か
ら
交
付
さ
れ

て
い
る
も
の
は
全
額
を
繰
り
出
し

し
て
い
ま
す
。

（
登
米
町
・
男
性
）
ほ
か

の
事
業
の
予
算
を
病
院
に

Ｑ
回
せ
な
い
の
か
？

Ａ
災
害
の
時
の
た
め
だ
け
に

余
裕
の
あ
る
病
床
を
持
ち
、

余
裕
の
あ
る
医
師
、
職
員
を
持
っ

た
場
合
に
、
現
在
の
市
の
財
政
状

況
で
ど
れ
だ
け
病
院
に
繰
り
出
せ

る
の
か
を
考
え
る
と
難
し
い
問
題

で
す
。

（
中
田
町
・
女
性
）
災
害

時
を
想
定
し
た
場
合
に
病

Ｑ
床
が
足
り
な
い
。
も
っ
と
病
床
数

に
余
裕
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
常
勤
医
師
か
ら
、
今
の
診

療
体
制
で
あ
れ
ば
、
体
力

的
に
も
４
月
か
ら
の
勤
務
は
で
き

な
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
り
ま
し

た
。
も
し
、
１
カ
所
で
も
こ
の
よ

う
な
状
態
に
な
れ
ば
、
ほ
か
の
病

院
へ
の
負
担
が
大
き
く
な
り
、
全

部
の
病
院
が
将
棋
倒
し
の
よ
う
に

（
中
田
町
・
女
性
）
方
針

ど
お
り
進
め
た
場
合
、
医

Ｑ
療
格
差
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
ら

な
い
か
？

倒
れ
て
い
く
こ
と
を
 危
  惧
 し
て
い

き
 

ぐ

る
状
況
で
す
。

Ａ
改
修
あ
る
い
は
別
な
施
設

へ
の
有
効
活
用
な
ど
が
あ

る
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
維
持
管

理
面
か
ら
解
体
す
る
方
向
で
検
討

し
ま
し
た
。
活
用
方
法
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。

（
迫
町
・
男
性
）
耐
震
問
題

の
あ
る
施
設
を
解
体
し
な

Ｑ
い
で
、
改
修
し
て
利
用
す
る
考
え

は
な
い
の
か
？

Ａ
登
米
市
全
体
の
中
で
医
療

を
ど
う
支
え
て
い
く
か
の

視
点
で
判
断
し
ま
し
た
。

（
中
田
町
・
女
性
）
安
全
・

安
心
の
医
療
提
供
は
ど
の

Ｑ
よ
う
に
確
保
す
る
の
か
？

考
慮
し
て
、
無
床
診
療
所
と
す
る

も
の
で
す
。

ま
し
た
。

経
営
経
営
面面

Ａ
平
成
　
年
度
末
で
は
、
累

１９

積
赤
字
が
　
億
円
に
達
す

９１

る
見
通
し
で
す
が
、
不
良
債
務
と

い
わ
れ
る
資
金
不
足
は
約
　
億
円

１８

で
す
。
不
良
債
務
の
解
消
に
つ
い

て
は
　
年
度
に
限
り
、
国
の
支
援

２０

措
置
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
基

準
に
沿
っ
た
経
営
健
全
化
計
画
を

（
迫
町
・
男
性
）
不
良
債
務

の
解
消
方
法
は
？

Ｑ

策
定
し
、
認
め
ら
れ
れ
ば
不
良
債

務
の
約
　
億
円
を
な
く
す
た
め
に

１８

公
立
病
院
特
例
債
を
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
後
７
年
間
で
償

還
す
る
も
の
で
す
。
言
い
換
え
れ

ば
、
不
良
債
務
を
７
年
間
に
分
割

し
て
返
済
し
て
い
く
も
の
で
す
。

【市立５病院の年度末累積赤字】
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【
問
い
合
わ
せ
】

　
医
療
局
経
営
改
革
推
進
室

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
５
０
３
０

２１

Ａ
民
間
に
お
願
い
で
き
る
部

分
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
東
和
町
・
男
性
）
一
部

の
病
院
を
民
営
化
す
る
考

Ｑ
え
は
？

Ａ
病
院
の
設
置
者
は
市
長
で

す
が
、
市
長
が
任
命
し
た

事
業
管
理
者
に
全
体
的
な
経
営
責

任
を
与
え
、
民
間
的
手
法
で
経
営

を
し
て
い
く
も
の
で
す
。

（
中
田
町
・
女
性
）
地
方

公
営
企
業
法
の
全
部
適
用

Ｑ
と
は
？

　病院を取り巻く環境は、全国的な医師

不足や大学の医局の医師引き上げなどに

よる勤務医の過重労働、施設の耐震強度

不足など急激に厳しさを増してきました。

また、病院経営の赤字は今後ますます増

えることが予測され、病院を現状のまま

維持して行くことができない状況となっ

ています。 

　市では、平成１８年５月に「登米市地域

医療福祉システム検討委員会」を、１９年

５月には「登米市地域医療福祉体制検討

委員会」を設置し、地域医療体制の充実

と、病院の抜本的な改善策の検討をお願

いし、１２月２６日に報告書が提出されまし

た。

　これを受けて、市として検討を重ねた

結果、現在の医療水準を最大限確保しな

がら「安全・安心の医療提供」「医師の労

働環境の改善」「安定した経営基盤の確

立」を目指して、市立病院の再編・改革

の基本方針を決定しました。 

　この方針において、無床診療所となる

病院の地域の皆さんにはご不便をおかけ

することとなりますが、一方において、

午後も外来診療ができ、利便性が向上す

る面もあります。さらに、ほかの病院へ

の当直の応援が可能となり、医師の労働

環境改善にもつながります。

　また、初期救急を充実させるため、再

来年度までには、消防署の出張所すべて

に救急車の配備ができるように救急車の

数を増やすこととしています。

　今後とも地域における医療と福祉、介

護の連携を図りながら、医療提供体制を

維持して市民皆さんの生活を守っていき

たいと考えていますので、ご理解をいた

だきますようお願いします。

　　　　　登米市長　布　施　孝　尚

市民皆さんの健康を守り、
福祉介護の充実へ

市長メッセー市長メッセージジ

Ａ
登
米
市
は
開
業
医
の
数
も

少
な
い
地
域
で
あ
り
、
こ

（
迫
町
・
男
性
）
病
院
の

位
置
付
け
を
ど
の
よ
う
に

Ｑ
考
え
て
再
編
を
検
討
し
た
の
か
？

Ａ
産
科
・
小
児
科
に
つ
い
て

は
、
一
日
も
早
く
再
開
で

き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
津
山
町
・
男
性
）
産
科
・

小
児
科
の
確
保
は
考
え
て

Ｑ
い
な
い
の
か
？

Ａ
昨
年
度
に
医
学
生
な
ど
の

奨
学
資
金
の
貸
付
条
例
を

制
定
し
募
集
に
当
た
っ
て
お
り
、

　
年
度
に
は
２
人
の
医
学
生
の
応

１９募
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
引
き

続
き
医
師
確
保
に
向
け
て
取
り
組

（
中
田
町
・
女
性
）
医
師

確
保
の
た
め
に
ど
ん
な
手

Ｑ
立
て
を
し
て
い
る
の
か
？

Ａ
職
員
数
は
現
在
よ
り
減
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
退
職

者
の
不
補
充
や
非
常
勤
職
員
の
削

減
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

（
登
米
町
・
男
性
）
再
編

に
伴
い
病
院
を
縮
小
し
た

Ｑ
場
合
に
、
職
員
数
は
ど
う
な
る
の

か
？

れ
ま
で
５
病
院
が
地
域
の
医
療
を

支
え
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
現

医
師
確
保
・
環

医
師
確
保
・
環
境境

ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
師
招
 聘
 対
策
委
員
に
よ

へ
い

る
招
聘
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

在
の
体
制
を
継
続
し
て
い
く
の
は

不
可
能
と
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

医
師
の
過
重
労
働
を
軽
減
し
な
が

ら
、
地
域
医
療
と
し
て
行
政
が
担

う
体
制
を
検
討
し
進
め
て
い
き
ま

す
。

Ａ
安
全
・
安
心
の
医
療
提
供

の
確
保
の
観
点
か
ら
す
れ

ば
経
営
面
と
相
反
し
ま
す
が
、
医

師
を
集
約
し
て
市
全
体
と
し
て
の

医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
東
和
町
・
男
性
）
病
院

の
規
模
が
大
き
い
と
赤
字

Ｑ
も
大
き
く
な
る
。
佐
沼
病
院
に
医

師
を
集
約
し
て
赤
字
が
解
消
で
き

る
の
か
？

Ａ
医
師
の
退
職
に
よ
り
患
者

数
が
減
っ
た
こ
と
や
平
成

　
年
度
の
診
療
報
酬
の
改
定
が
大

１８き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
診

療
報
酬
の
改
定
は
平
均
３
・
１
６

％
減
で
し
た
が
、
長
期
入
院
患
者

の
多
い
本
市
の
病
院
で
は
、　

％
１０

近
い
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

（
米
山
町
・
男
性
）
赤
字

に
な
っ
て
い
る
原
因
は
？

Ｑ
【病院別外来患者数の推移】

※Ｈ１９は４～１２月
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補助限度額補助率要件・必要書類事　業　名

９０万円

20％以内

（新規就農
者※１ 30％
以内）

・ハウスの面積は30坪以上であること
・ハウスの年間の利用期間がおおむね６カ月以上あること
・対象事業費は１坪当たり１万円までとする
・申請書、収支予算書、実施計画書、設計図、設置場所の位置図、見積書（２社
　以上）、新規就農者は新規就農計画の写し

園芸用ハウス整備事業
（付帯設備含む）

６０万円

20％以内

（新規就農
者※１ 30％
以内）

・30万円以上の機械の導入であること
・申請書、収支予算書、実施計画書、見積書（２社以上）、カタログ類、位置図、
　新規就農者は新規就農計画の写し

園芸用機械整備事業
（防除機械、管理機、定植機、
収穫機、選別機、包装機、結
束機、根菜類洗浄機、暖房機、
予冷庫、その他園芸専用機械）

２０万円20％以内

・事業実施面積は、施設栽培30坪以上、露地栽培500㎡以上であること
・申請書、収支予算書、実施計画書、平面図、見積書、カタログ類

環境保全資材整備事業
（生分解性マルチ、防虫ネット）

・事業実施面積は、施設栽培30坪以上、露地栽培500㎡以上であること
・客土厚は10㎝以上であること
・前年度まで水稲の作付けがあったほ場であること
・申請書、収支予算書、実施計画書、平面図、見積書（２社以上）、カタログ類

園芸産地定着化事業
（水田に園芸作物を作付けす
るための客土）

１０万円20％以内

・これまで、対象となる品目の出荷および販売を行っていないこと
・この種苗により生産された農作物は、すべて出荷または販売を行うこと
・事業対象面積は、施設栽培30坪以上、露地栽培500㎡以上であること
・申請書、収支予算書、実施計画書、見積書（２社以上）、作付場所の位置図

園芸生産者確保対策事業
（新規に取り組む園芸振興品
目※２の種苗購入費）

▼～は、販売を目的とした園芸作物の生産に要する施設、設備および資材を対象とする。

▼既存施設・機械の更新および中古施設・機械の購入は対象外とする。

▼※１は、県による就農計画の認定を受けてから５年以内の農業者とする。

▼※２は、１日１億円創出事業における野菜、花卉、果樹の重点品目および推進品目（きゅうり、
いちご、トマト、なす、そらまめ、ほうれんそう、キャベツ、にら、にんにく、スィートコーン、えだ
まめ、かぼちゃ、はくさい、ねぎ、たまねぎ、レタス、こまつ菜、つぼみ菜、大根、かぶ、きく、ス
トック、トルコギキョウ、ばら、シクラメン、りんご、ブルーベリー、おうとう）とする。

◆事業要件注意事項

３月５日（水）申　込　期　限

▼産業経済部農産園芸課　園芸振興係　緯 0220（34）2713  　 ▼各総合支所地域生活課　産業建設係申し込み・問い合わせ

園芸作物の産地形成を目指し、農業者などが行う条件整備および生産資材の購入経費に対し助成します。

【事業対象者】　市内の農業者、農業生産組織および農業者団体

【対象事業】　３月まで完了予定の下記事業

平成19年度 園芸産地拡大事業（３次募集）について

宝くじ助成 で イベント用品 を 整備

購　入　備　品実施団体名称

大判プリンター、会議用机、ページセッター、袴、ガステーブル、ストップウオッチ、ワンタッ
チテント、得点板、自転車、バレーボール支柱、バレーボールネット、バレーボール支柱カバー

新田地区コミュニティ推進協議会（迫町）

宮太鼓、締小太鼓、チャンチキ、野外テント、三方幕、発電機、物置、カラオケ機器荒町町内会（登米町）

祭り半纏、股引き、半纏帯、祭り半纏（子供用）、半纏帯（子供用）、宮太鼓、発電機鉄山町内会（登米町）

祭り半纏、半纏帯、ポータブルアンプ、スピーカー、スピーカースタンド、ワイヤレスマイク、
マイク、マイクコード

寺池地区コミュニティ推進協議会（登米町）

宮太鼓、しの笛、当り鉦、当り鉦バチ、紅白幕、祭り用ポール、祭り用ポール台、発電機、灯光
器、ワンタッチテント

後舟橋町内会（登米町）

業務用クリーナー、大判プリンター機器一式、デジタルカメラ、テント、会議用テーブル、ピン
スポット機器一式、物置、紅白幕、電動わた菓子機、電動かき氷機

宝江コミュニティ運営協議会（中田町）

ゴールテープ、万国旗、リレーバトン、ムカデ競技用ロープ、紅白玉入台、紅白玉、エアゲート、
棒担架、担架格納箱、集会用テント、物置、長机、パイプ椅子、大判プリンター機器一式、グラ
ウンドゴルフ用品一式、ファインボール用品一式

浅水コミュニティ運営協議会（中田町）

　コミュニティ協議会などの７団体が、「平成１９年度自治宝くじコミュニティ助

成事業（宝くじ助成事業）」で、祭り用具や各種イベントで活用できる備品などを

整備しました。

　この事業は、財団法人自治総合センターが宝くじ受託収入を財源に、コミュニ

ティ組織などの健全な発展と宝くじの普及広報を目的として実施されています。

　購入した備品などは次のとおりです。

▼

登
米
町
寺
池
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

で
整
備
し
た
放
送
設
備
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千葉　 隆 
りゅう

 斗 くん
と

（南方町狼掛・勉さん）

相澤　 洸  人 くん
ひろ と

（南方町大門・覚司さん）

最上　 亮 
りょう

 太 くん
た

（米山町十日町・春奈さん）

主藤　 葉  月 ちゃん
は づき

（米山町相ノ山・敏徳さん）

小俣　 歩  夢 ちゃん
あゆ む

（南方町山成・光浩さん）

髙橋　 大 
ひろ

 希 くん
き

（南方町大門・理恵子さん）

千葉　 彩  湖 ちゃん
さ こ

（南方町峯・直文さん）

西條　 静 
しず

 紅 ちゃん
く

（米山町千貫・寛さん）

福田　 隆 
りゅう

 斗 くん
と

（米山町六軒屋敷・史隆さん）

島陰　 七  佳 ちゃん
なな か

（米山町大又・浩幸さん）

佐々木 遥  希 くん
よう き

（津山町横山２区・大輔さん）

伊藤 聖 
せ

 心 
し

 琉 くん
る

（登米町上館・雄輝さん）

佐々木 紗  和 ちゃん
すず な

（豊里町加々巻・和幸さん）

針生　 璃  緒 ちゃん
り お

（米山町相ノ山・秀文さん）

及川　 陽 
はる

 希 くん
き

（登米町八丁田・美紀さん）

西條　まこちゃん
（津山町横山７区・拓也さん）

佐々木 亮 
りょう

 太 くん
た

（豊里町上町・郁夫さん）

３
月
３
月
のの

歯
科
健
康
相
談

歯
科
健
康
相
談
日日

【
日
時
】
　
３
日
（
月
）

【
場
所
】
　
市
役
所
南
方
庁
舎
１
階

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム

【
そ
の
他
】
　
相
談
は
無
料
で
、
予

　
約
制
で
す
。
健
康
推
進
課
の
歯

　
科
医
師
が
対
応
し
ま
す
。

【
予
約
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

　
地
域
保
健
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
１
６

５８

石
ノ
森
章
太
郎
記
念

石
ノ
森
章
太
郎
記
念
館館

「
高
校
生
マ
ン
ガ
展

「
高
校
生
マ
ン
ガ
展
」」

　
第
9
回
自
主
企
画
展
「
高
校
生

マ
ン
ガ
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

市
内
を
は
じ
め
と
す
る
高
校
生
が

描
い
た
３
０
０
点
の
漫
画
に
込
め

た
熱
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

【
期
間
】
　
３
月
　
日
（
日
）
ま
で

３０

【
時
間
】
　
午
前
９
時
　
分
～
午
後

３０

　
５
時（
入
館
は
午
後
４
時
ま
で
）

【
入
場
料
】
　
無
料
（
自
主
企
画
展

　
の
み
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　
石
ノ
森
章
太
郎
ふ
る
さ
と
記
念
館

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
１
０
９
９

３５

１ 月 ２ ２日の３歳児健診（３歳６カ月～７カ月児）でむし歯がなかった子は、市内５地区で３ ０人中１ ９人でした

高橋　 瑞 
みず

 香 ちゃん
か

（南方町新高石・和弘さん）

小竹　 夏  葵 ちゃん
なつ き

（米山町新町・孝幸さん）

※（　）内には申し出があった保護者の名前を掲載しています。
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「
弓
道
教
室
」受
講
の
た
め
の

事
前
説
明
会
の
お
知
ら
せ

纂
１
月
　
日
付

３１

【
医
療
局
】　
▼
佐
沼
病
院
看
護
部

助
産
師
＝
千
葉
洋
子
▼
佐
沼
病
院

看
護
部
助
産
師
＝
小
原
み
づ
え
▼

佐
沼
病
院
看
護
部
助
産
師
＝
安
部

久
美
▼
佐
沼
病
院
薬
剤
部
薬
剤
師

＝
三
塚
麻
理
子

職
員
人
事
異
動

退
職
　
　
　

　
日
本
武
道
の
一
つ
で
あ
る
弓
道

は
、
そ
の
人
の
体
力
に
合
わ
せ
た

弓
を
使
っ
て
中
学
生
か
ら
　
歳
代

８０

ま
で
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
し
か
し
、
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
初
め
は
指
導
者
に
つ
い
て

の
基
礎
的
な
練
習
が
必
要
で
す
。

　
４
月
か
ら
初
心
者
（
経
験
者
も

可
）
を
対
象
に
弓
道
教
室
を
開
催

す
る
に
当
た
り
、
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

【
日
時
】
　
３
月
　
日
（
土
）

１５

　
午
後
７
時
～

【
場
所
】
　
中
田
総
合
体
育
館

◆
裁
判
員
制
度
と
は

　
有
権
者
の
中
か
ら
無
作
為
抽
選

で
選
ん
だ
国
民
の
皆
さ
ん
に
裁
判

員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て

も
ら
い
、
被
告
人
が
有
罪
か
ど
う

か
、
有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑

に
す
る
か
を
裁
判
官
と
一
緒
に
決

め
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
、

国
民
の
皆
さ
ん
の
健
全
な
感
覚
を

裁
判
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

裁
判
に
対
す
る
理
解
・
信
頼
が
深

ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
裁
判
員
制
度
を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に

　
裁
判
員
制
度
に
関
す
る
「
出
張

説
明
会
」「
広
報
ビ
デ
オ
の
貸
し
出

平
成
　
年
５
月
ま
で
に

裁
判
員
制
度
が
ス
タ
ー
ト

２１

高
次
脳
機
能
障
害
者

支
援
研
修
会
参
加
者
募
集

　
高
次
脳
機
能
障
害
と
は
、
脳
が

損
傷
し
て
起
こ
る
知
覚
、
注
意
、

　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

【
対
象
】
　
弓
道
教
室
受
講
希
望
者

　
な
ど

【
内
容
】
　
教
室
の
内
容
、
進
め
方
、

　
用
具
、
費
用
（
受
講
者
の
用
具

　
代
）
な
ど

【
教
室
開
催
日
時
】
　
４
～
　
月
に

１０

　
　
回
、
夜
間

１０

【
定
員
】
　
　
人
（
先
着
順
）

３０

【
申
込
方
法
】
　
電
話

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
竹
内

　
緯
０
８
０
（
５
２
２
０
）
２
６

　
１
７

し
」「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
」
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
す
る

人
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
▼
仙
台
地
方
裁
判
所
総
務
課

　
庶
務
係

　
緯
０
２
２（
２
２
２
）
６
１
１
１

　
▼
仙
台
地
方
検
察
庁

　
企
画
調
査
課

　
緯
０
２
２（
２
２
２
）
１
４
４
８

　
▼
仙
台
弁
護
士
会
事
務
局

　
緯
０
２
２（
２
２
３
）
１
０
０
１

学
習
、
言
語
、
思
考
、
判
断
な
ど

の
障
害
を
い
い
ま
す
。

　
高
次
脳
機
能
障
害
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
支

援
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

【
日
時
】
　
３
月
　
日
（
水
）

１２

　
午
後
６
時
　
分
～
８
時
　
分

３０

３０

【
場
所
】
　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン

　
ヴ
ィ
ア
１
階
　
白
鷺

【
申
込
方
法
】
　
電
話

【
申
込
期
限
】
　
３
月
　
日
（
月
）

１０

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
県
登
米
保
健
福
祉
事
務
所

　
母
子
・
障
害
班

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
６
１
１
８

２２

料　金水　量項　目

1,050円 ０～５基本料金

210円 １従量（超過）料金

料　金水　量項　目

1,050円 ０基本料金

50円 １～５
従量（超過）料金

220円 ６以上

　平成１９年４月に津山町横山地区を給水区域とする簡易水道事業が市水道事業に統合されました。統合後も横

山地区の水道料金は変わりませんでしたが、２０年度から段階的に改定を行い、２２年度には上水道料金と同じ額

になります（改定については、メーター口径１３亜、２０亜使用者のみ）。

【平成１９年度までの料金】 【平成２０年度の新料金】

※１２使用した場合
　基本料金　1,050円
　従量料金　1,470円（７×210円）
　　合計　　2,520円

※１２使用した場合
　基本料金　　1,050円
　従量料金①　   250円（５×50円）
　従量料金②　1,540円（７×220円）
　　合計　　　2,840円

津山町横山地区の水道料金改定について

▼

【問い合わせ】　水道事業所水道業務課　業務係　緯 0220（52）3311
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発
行
日
　
平
成
2
0
年
２
月
2
1
日
　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
　
登
米
市

〒
9
8
7
-0
5
1
1
　
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

編
集
　
総
務
部
市
長
公
室
 広
報
広
聴
係
　
　
印
刷
　
川
内
印
刷
株
式
会
社

緯
０
２２０
-２２
-２０９０

　
　
 Ｅ
-
ｍ
ａｉｌ
：
koho@

city
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp

胃
０
２２０
-２２
-９
１６
４
         http://w

w
w
.city
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp/

　
　
　
　
№
7
0
　
　
広
報
と
め

　
　
　
　
　
　
　
　
２
月
2
1
日
号

今
月
の
表

今
月
の
表
紙紙

　
中
田
保
育
所
で
２
月
１
日
、

豆
ま
き
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

先
生
た
ち
が
鬼
の
格
好
を
し
て

登
場
す
る
と
、
泣
き
出
す
園
児

も
。
歌
を
歌
っ
た
り
先
生
た
ち

の
劇
を
見
た
り
し
た
後
、
豆
ま

き
を
し
て
、
心
の
中
に
い
る
鬼

を
退
治
し
ま
し
た
。

▼
市
内
各
保
育
所
（
園
）・
幼
稚

園
で
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
な
さ

れ
た
鬼
の
お
面
に
感
心
さ
せ
ら
れ

ま
す
。
帽
子
の
よ
う
に
か
ぶ
る
こ

と
が
で
き
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の

手
形
を
鬼
の
角
代
わ
り
に
貼
り
付

け
た
り
。
▼
皆
さ
ん
の
心
に
は
ど

ん
な
鬼
が
潜
ん
で
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
私
は
、
マ
イ
ナ
ス
思
考
鬼

を
や
っ
つ
け
な
け
れ
ば
…
（
千
葉
）

【
受
験
資
格
】

　
①
昭
和
　
年
４
月
２
日
か
ら
昭

５４

　
和
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

６２

　
②
昭
和
　
年
４
月
２
日
以
降
生

６２

　
ま
れ
の
人
で
次
の
（
１
）
、（
２
）

　
に
該
当
す
る
人

　（
１
）
大
学
卒
業
お
よ
び
平
成
　２１

　
年
３
月
ま
で
に
大
学
卒
業
見
込

　
み
の
人

　（
２
）
人
事
院
が
（
１
）
と
同

　
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

【
申
込
書
請
求
先
】
　
最
寄
り
の
税

　
務
署
、
仙
台
国
税
局
人
事
第
二

　
課
ま
た
は
人
事
院
東
北
事
務
局

【
申
込
受
付
期
間
】

　
４
月
１
日
（
火
）
～
　
日
（
月
）

１４

【
申
込
書
提
出
先
】
　
仙
台
国
税
局

　
人
事
第
二
課

【
第
一
次
試
験
】
　
６
月
　
日（
日
）

１５

　
※
教
養
試
験
、
専
門
試
験

【
問
い
合
わ
せ
】

　
▼
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

　
緯
０
２
２（
２
６
３
）
１
１
１
１

　
内
線
３
２
３
６

　
▼
佐
沼
税
務
署

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
５
０
１

２２

「モバイルとめ」もご利用ください。

http://www.city.tome.miyagi.jp/m/

自
動
車
の
登
録
・
検
査
の

手
続
き
は
お
早
め
に

「
国
税
専
門
官
採
用
試
験
」の

お
知
ら
せ

編
集
室
か
ら

休日救急当番医
緯 0220（22）2084

（医師会）

纂３月２日（日）

米谷病院（東和町）
 緯 0220（42）2007
【診療時間】
　９：００～１７：００
【休日・夜間診療案内】
 緯 0229（24）2267

　
仙
台
国
税
局
で
は
、
東
北
を
拠

点
に
活
躍
す
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ

ふ
れ
る
税
務
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
職
種
】
　
国
税
専
門
官

　
毎
年
、
自
動
車
の
登
録
・
検
査

の
手
続
き
（
名
義
変
更
、
住
所
変

更
、
廃
車
、
車
検
な
ど
）
を
す
る

人
が
３
月
に
集
中
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
窓
口
や
車
検
場
が

大
変
混
雑
し
、
手
続
き
に
数
時
間

か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
き

る
だ
け
2
月
中
に
手
続
き
を
済
ま

せ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
受
付
時
間
】
　

　
平
日
の
午
前
８
時
　
分
～
正
午
、

４５

　
午
後
１
時
～
４
時

　
※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く

【
問
い
合
わ
せ
】

　
東
北
運
輸
局
宮
城
運
輸
支
局

　
▼
登
録
関
係

　
緯
０
５
０（
５
５
４
０
）
２
０
１

　
１

　
▼
検
査
関
係

　
緯
０
２
２（
２
３
５
）
２
５
１
３

　
▼
車
検
予
約

　
緯
０
５
０（
５
５
４
０
）
２
１
１

　
１

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑

留
者
、
引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

　
旧
軍
人
な
ど
で
恩
給
な
ど
を
受

け
て
い
な
い
恩
給
欠
格
者
、
戦
後

に
旧
ソ
連
や
モ
ン
ゴ
ル
に
強
制
抑

留
さ
れ
た
人
、
終
戦
に
伴
い
本
邦

以
外
の
地
域
か
ら
引
き
揚
げ
て
き

た
人
「
本
人
」
に
、
改
め
て
慰
 藉
 

し
ゃ

の
念
を
表
す
た
め
、
内
閣
総
理
大

臣
名
の
「
特
別
慰
労
品
」
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

　
過
去
に
内
閣
総
理
大
臣
の
書
状

な
ど
を
受
け
た
人
、
書
状
な
ど
の

請
求
を
し
な
か
っ
た
人
も
対
象
で

す
。

　
請
求
書
（
申
請
用
紙
）
は
、
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ
り
ま

す
。

【
請
求
期
限
】
　

　
平
成
　
年
３
月
　
日

２１

３１

【
資
格
要
件
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
】

　
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

　
特
別
基
金

　
緯
０
１
２
０（
２
３
４
）
９
３
３

　
※
受
付
時
間
＝
月
曜
～
金
曜
日

　
の
午
前
９
時
　
分
～
午
後
５
時

１５

　
　
分
（
休
日
は
除
く
）

１５

ルールやマナーを守っルールやマナーを守ってて
三陸縦貫自動車道の利用三陸縦貫自動車道の利用をを

　三陸縦貫自動車道を利用する際には、次のことを

守って安全に通行してください。

纂三陸縦貫自動車道は、自動車専用道路です。

　 ▼歩行者、自転車、原動機付自転車、二輪車（125cc

　以下のオートバイ）、トラクターや耕運機などの小型

　特殊車両は通行できません。

　 ▼Ｕターン、後退はできません。

　 ▼インターチェンジは一方通行です。

　 ▼インターチェンジでは行き先や降り口を間違えない

　よう、案内標識の標示に注意してください。

　 ▼無料区間の最高速度は、時速７０kmに制限されてい

　ます。スピードの出し過ぎに注意しましょう。

【問い合わせ】

　宮城県警察高速道路交通警察隊　緯 022（226）0582


